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国立大学法人による大学キャンパスマス タープランの内容 と記述構成

Contents and Structure of University Campus Master Plans 

     by National University Corporations in Japan

鶴 崎 直 樹*,坂 井 猛**,趙世晨*,出 口 敦*,小 林 英 嗣***

Naoki TSURUSAKI, Takeru SAKAI, Shichen ZHAO, Atsushi DEGUCHI 

               and Hidetsugu KOBAYASHI

 The present study is performed to clarify the structure, explanatory elements, trends and references of campus 

master plans. The campus master  plans studied were from 13 National University Corporations in Japan. The results 

were as follows; 1) Difference of scales and development methods of campuses are exerting the influence on the 

contents of the Campus Master Plans. 2) Plans for small-scale campus development have tendency to attention to 

problems of campus, and plans for large-scale campus development include many descriptions about various fields. 
and contents. And plans for newly establishment campus include many sketches and drawings as visual style plan. 

In recent years, some of characteristic Campus Master Plan and Framework Plan were created. National University 

Corporations face to various reforms requested by society. We suppose that Campus Master Plan or Framework Plan 

that have originality and strategy of each university will be created from now on.
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1.は じめに

1.1研 究の背景と目的

近年,わ が国の大学 とそれを取 り巻 く環境 には著

しい変化が見 られる.教 育面では,少 子化や生涯学習

需要の増加への対応が挙げられ,研 究面では,産 学連

携や国際交流等が活発化 している.ま た,中 心市街地

活性化等の支援機能 として大学を位置付けた国の施

策が打ち出されるな ど,大 学の地域貢献の重要性 が

高まるとともに,大 学の役割 とキャンパスの概念に

も変化が見 られる.更 に,大 学の運営的側面において

は,国 立大学法人化な どの制度改革が進め られてい

る.こ のような各種機能や運営的側面の変化に対 し,

キャンパスの変化 も求め られてお り,そ れに対応す

るキャンパス計画 と大学キ ャンパスマスタープラン

(以下,マ スタープラン)が 必要とされ る.

キャンパス計画は,大 学キャンパスにおける空間

および施設に関する計画行為である.ま た,マ スター

プランは,キ ャンパスの施設配置や空間形成のため

の計画書であり,様 々な場面で活用されてきた.わ が

国の大学では,こ れまで,一 般に文部科学省による政

策や基準に基づき,主 に教育 ・研究機能に重点を置い
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たキャンパス計画が進め られてきたが,今 後 は,教

育 ・研究機能に加え,各 大学の主体性と独 自性に基づ

く創造的な計画プロセスによる地域 と連携 したキャ

ンパス計画とマスタープランが必要 とされる.

このような認識の下,本 論文では,国 立大学法人へ

の移行期におけるマスタープランの構成と記述内容

の特徴ついて明らか にする ことを目的 としている.

1.2既 往研究と本研究の位置付け

これまで大学の計画について論 じた研究は,そ の

多 くがキ ャンパス内の空間構成や施設,キ ャンパス

の歴史的変遷,大 学のキャンパス計画 を対象 とした

ものであ り,近 年 の日本のマスタープランの構成や

内容に注 目した研究は見 られない.

国立大学のキ ャンパスおよび施設計画に関するも

のでは,文 部科学省(旧 文部省)面 積基準と施設規模

の実情 について論 じた竹下 らの研究文1),国 立大学

キャンパスにおける施設 ・環境に関する評価 と物的

特性 を論 じた山口らの研究文2),そ して、大学施設整

備項 目の重要度算定手法について論 じた岡田 らの研

究文3)がある.ま た,著 者 らによる海外の大学による

キャンパスマスタープランの構成と掲載資料につい

て分析をお こなった研究文4)～7)及び計画策定プロセ

スにおけるコミュニティの参画について論 じた事例

研究がある.

竹下 らの研究は,国 立大学施設の実情規模 と文部



科学省の面積基準について比較 し,両 者の関係の明

確化 と課題に関する考察 を行な った ものである.ま

た,山 口らの研究は,国 立大学キャンパスの施設 ・環

境の物的特性 の構造把握とキ ャンパスの類型化及び

施設 ・環境に対する評価 を把握 し,両 者の関係の明確

化によ り施設 ・環境整備 における基礎的なデータを

提供するものであ り,こ れ らは、国立大学の物的な計

画条件について明らか にした研究である.

岡田らは,国 立大学の施設整備 目標 の策定 におけ

る整備検討対象の明確化 とその重要度を求める手法

を構築 してお り,施 設整備の内容に注 目している.

著者 らは,海 外の大学によるマスタープランにつ

いてその構成 と記述内容および掲載資料 に注 目した

比較分析により,そ の特徴を明らかにし,ま た,国 立

大学法人によるマスタープランの策定組織 とプロセ

スについて明らかにした.

本研究 は,わ が国の国立大学法人によるキャンパ

スマスタープランの構成 と記述内容に注 目した もの

であ り,各 大学がキャンパス計画に対 し、重視する分

野や計画 の要素およびマスタープランの特徴を知る

上で重要であると位置づけ られ る.

2.研 究の対象 と方法

2.1資 料収集

国内の国公私立大学 に対 し,マ スタープランの提

供依頼文 を施 設担 当理事 も しくは担 当部署 に送付

(平成14年10月)し,68校 よ りキャンパス計画資料

の提供を受けた.ま た,Web検 索によ り,新 たに3校

よりマスタープランを入手し,合 計71校 に関する資

料を収集 した.こ のうち,国 立大学法人は20校 であ

り,マ ス ター プ ランは23資 料(う ち,Web検 索 によ

る3資 料 を含む)で あ った(表2-1).

2.2分 析 対象 資料の選定

収集 したマ ス ター プ ラ ンの 中か ら,① 書籍 体 で あ

り,概 要 版やパ ンフ レッ トに類 しな い こと,② 公表資

料 と して最新版で ある こと,③ 計画,提 案の内容 が文

章 お よび 図面 で提 示 され て い る こ と,④ 策 定 目的 と

そ れ に対 す る計画 提案 が確 認 で き る こ とを条 件 と し

て本研 究 にお ける分析対 象14資 料(13校,広 島大学

2資 料)を 選定 した(表2-2).こ の うちll資 料は,現

キ ャンパ スの 再 開発 に適 用 す るマ ス ター プ ラ ンで あ

り,残 る3資 料 は,金 沢大学,京 都 大学,九 州 大学 に

よる新設 キ ャンパス のため のマ スター プ ランで ある.

2.3研 究の方法

研 究 の方 法は以 下 による(図2-1).

まず,マ ス ター プラ ン を適 用 す るキ ャンパ ス につ

いて,敷 地 規模 およ び開 発形態 によ り分類 す る.

表2-1分 析対象資料の選定

図2-1研 究 の フ ロ ー

表2-2分 析対象大学キャンパスマスタープラン



次 に,マ ス ター プ ラ ンを構 成す る基 本 的 な要 素 と

その特徴 を把握す るた めに,(1)全 分析対 象資料 の 目

次構成お よび記述内容 について分析 し,(2)マ ス ター

プ ラン を構 成 す る要素 の種 類 と記述 の組 み 合わ せ に

注 目 し,そ の特徴 の把 握 と分類 を行 う.

さ らに,(3)記 述 内容 の種類 よ りグルー ピングをお

こな い,出 現数及び頻 出語 句 に注 目し,キ ャンパ スの

類 型 に基づ く記述 の 傾向 につ いて 分析 す る.

3.記 述 内容 にみる わが 国の マス ター プラ ンの特徴

3.1開 発 形態 と敷地規模 によるキ ャンパス の分類

マ ス ター プ ラ ンを適 用す る大 学 キ ャ ンパス は多 様

かつ個 別 に様 々 な条 件 を抱 えて お り,マ ス ター プ ラ

ンはそ の条件 に基づ いて,言 わ ば特 殊 解 的 に策 定 さ

れてい ると言 える.こ の ことよ り,本 研 究で は,キ ャ

ンパ ス の敷地 規模 と開 発形 態 の2点 に注 目 して キ ャ

ンパ ス を類別 し,記 述 内容 の分析 をお こな う.

1)キ ャ ンパ スの 敷地規 模

分 析 対 象 と した マ ス タ ー プ ラ ン を 適 用 す る大 学

キ ャ ンパス は,総 合 大 学 の もの と単科 系 の 大学 の も

の とが あ り,総 合 大学 のキ ャ ンパ ス は複 数 の学 部 よ

り構成 され,大 規模 な ものが多 く,単 科大 学のキ ャン

パ ス は総合 大学 と比較 して 占有面 積 が 小 さ く,全 体

が コ ンパ ク トにまとま ってい る(図3-1).

キ ャンパ スの面積は,9.7haか ら275haに 及び,総

合型 キ ャンパ スの敷地 面積 は40～200ha以 上 と非常

に大き く,特 に筑 波大学 キ ャンパス(246ha)と 広 島大

学 東広島キ ャ ンパ ス(248ha)は 広 大で ある.

本 研 究 で は,分 析 対 象 と した 大 学 キ ャ ン パ ス が

40haに お いて,単 科 キ ャンパス と総合 キ ャ ンパ ス と

に分 け られ る こと よ り,主 に単 科 大学 が所 有 す る敷

地 面積40ha以 下 のキ ャ ンパ ス に適 用す るマス ター プ

ランを 「小規模 キ ャンパ ス型」,そ して,40ha以 上の

キ ャ ンパ ス へ の適 用 を図 るマ ス ター プ ラ ンを 「大 規

模 キ ャ ンパス型 」 として分類 す る.

2)開 発 形態 による分類

キ ャ ンパ ス の開発 は,既 存敷 地 で の再 開発 と移 転

や統 合の新 規 開発の2つ の 開発 形態 に分類 され る.

再開発 は,施 設の老朽 ・狭隆 と研 究分野や研 究形態

の変 化 へ の対応 を主な課 題 と し,既 存 キ ャ ンパ ス に

お いて施 設 の 再配 置 を伴 う更 新や 建 替 えが な され る

もので ある.ま た,新 規開発 は,分 散す る既存 キ ャン

パス の統合,敷 地の狭隆や 再開発 の限界 によ り,主 に

市街 地郊外 の新 たな敷地 にお いて行 なわ れ る もので,

九州 大学伊 都キ ャ ンパ ス,金 沢大学 角 間キ ャ ンパ ス,

京都大学 桂キ ャンパ スが これ にあた る.い づれ も都 心

部 か ら移転 した もの で あ り,キ ャンパ スの 規模 は大

きく,ま た,そ の形状 は不 整形な輪郭 を持つ.な かで

も2005年 に開校 した九州 大学伊都 キ ャ ンパス は,敷

地面積275haで あ り,国 内最 大規模 のキ ャンパ スであ

る と言 え る.

本研 究では,前 者 に対応 す るマスター プランを 「再

図3-1大 学キャンパスの規模 と母都市都心部からの距離



開発型」,後 者を 「新規開発型」として分類する.

以上,キ ャンパスの敷地規模 と開発形態による分

類をもとに,マ スタープランを4タ イプに類別 した.

なお,今 回の分析対象マスタープランには,小 規模

キ ャンパスの新規開発への適用を図るものは無 いこ

とより,以 下の3タ イプのマスタープランについて分

析を行なう.

① 単科 一再開発型

単一学部で構成され る大学 による小規模キャンパ

スの再開発 を目的 としたマスタープランであ り,教

育大学な どの単科大学のキャンパスや,総 合大学の

学部別分散型キャンパスなどが該当する.

② 総合 一再開発型

複数の学部で構成される大学による大型キャンパ

スの再開発 を目的 としたマス タープランである.主

に総合大学 のメイ ンキ ャンパ スが該 当 し,一 つ の

キャンパス内に複数の学部 の建物 を有 し,キ ャンパ

ス内に占めるオープンスペースの割合 も高い.

③ 新規開発型

総合大学の移転に伴 う大規模な新規開発を 目的 と

したマスタープランで あり,新 しいキャンパスへの

移転を計画 した金沢,京 都,九 州の3校 によるマス

タープランが対象 となる.

3.2母 都市都 心部か らの キ ャンパ スの距離

マ ス ター プ ランの適 用 対象 と され る各大 学 キ ャ ン

、 パ ス と母 都市都心部(市 役所が立地 する位置)か らの

距離 を示す(図3-1).

大 学キ ャンパス は,都 心 部か ら6-8㎞ 周辺へ の立地

が多 く,母 都市の規模 は異な るが,そ の都心部か ら概

ね10㎞ 以 内 に立 地 して いる.特 に 北海 道 大学 札 幌

キ ャ ンパ ス と広 島大学 霞 キ ャ ンパ スは 都心 部 に立 地

して いる.ま た,新 規 開発型の九州 大学伊都キ ャンパ

ス と,過 去 に郊外 に移 転 した広 島大 学 東広 島 キ ャ ン

パ スは,や や都 市部か ら離れ た位置(15km-35km)に

立 地す るキ ャ ンパス と して位 置づ け られ る.

3.3マ スタ ープラ ンの記 述構成,内 容 およ び記述数

1)記 述 要素 と記述数

既 往研究文5>に お いて,マ ス ター プランの記述 内容

が,「導入 」,「条 件」,「目標 ・方針」,「計画」,「運 用」の5

つの主要な記述部(基 本構成要素)よ り構成 され てい

る こと を明 らか に した.

ここで は,マ ス ター プ ラ ンにおけ る記述 につ いて,

基 本構 成 要素 に対 す る記 述 内容 の 分類 と出現 数 に基

づ く統 計 的分 析 を行 な いそ の特 徴 を明 らか にす る こ

と を試 み る.

全体 的な記述 傾向 としては,「 条 件」,「目標 ・方針」,

表3-1大 学別基本構成要素と記述内容



「計画」に関す る記述量が多 く,「 条件」お よび 「運用」

において多少の ば らつきが確認 され る ものの 「導入」,

「目標」で は,全 マス ター プ ランにお いて 同様 の記述

傾 向がみ られ る(表3-1).

基本構 成要 素別 で み ると,「 導入 」で は計画 の 「背

景」 に関する記述頻度 が高 く,海 外 のマスター プラン

にみ られ る概 要書 を付す もの は少な い.ま た,マ ス

ター プ ランの 「目的」 の記 述 も見 られな か った.

「条件」では,「 課 題」と 「キ ャンパス の環境 ・現況」

についての記述が多 くみ られ る.ま た,「 分析」や 「予

測 」な どの計画 の プロ グラム に関す る記 述が 少な い.

「目標 」お よび 「計画」 では,す べて のマ スター プ

ランにお いて 多 くの記述 を確 認 す る ことがで きた が,

「運用」 につ いて は,ガ イ ドライ ンや アク シ ョンプ ロ

グ ラム を示 す数校 があ る ものの記 述数 は少 な い.

2)基 本 構成 要素別 記述 数

① 導 入

マ ス ター プ ラ ンの利 用者 へ の導入 部 で あ る この記

述 部で は,計 画 策定 の 「背 景」 に関す る記述 が多 く,

そ の 内容 は,大 学 も し くは マス ター プ ラン に関す る

もの とがあ る.こ の うち,大 学 に関す る もの は,立 地

や 教育理念な どの概 要 にとどま り,詳 細な記述 は 「条

件」 に記 述 され てい る ものが多 い(図3-2,3).

マ ス ター プ ラ ンに関 す る もので は,キ ャ ンパス 計

画 の 基本 的な 考 え方 や策 定 の経 緯 ・プ ロセ ス およ び

キ ャ ンパ ス 計画 の歴 史 とマ ス ター プ ラ ンの必 要性 に

ついて記述がみ られ る.ま た,顕 著な 違 いは見 られ な

い ものの総合 一再 開発型 は,「 大 学の ヴ ィジ ョン」 お

よびマス ター プラ ンに関す る 「背 景」につ いて,他 の

タイ プ に比 べ,記 述 量が 多 い.

本 来,そ の連携 性 が必 要 とされ る アカデ ミ ックプ

ラン とマ ス ター プ ラ ン との 関係 性 につ いて言 及す る

マス ター プ ランは少な く(3資 料),施 設お よび空 間

な どの物 的資 源 の計 画 は,独 立 した 形 で行 わ れ る傾

向 にあ った と推 察 され る.

② 条 件

主にキ ャンパ スが抱えて いる 「課 題」や施設 および

空間に関す る 「大学 の環境 ・現状」 を指摘 し,そ れ ら

へ の対 応,解 決が試 み られて いる.ま た,や や少な め

の記述で は あるが,「 地域 の コンテ クス ト」 をと り上

げて いる(図3-3).

「課題 」部分 は,「 大 学の環境 ・現況」 を受 けて,マ

ス ター プ ラン を通 じて解 決 す べき 問題 点 に ついて ま

とめ られ た部 分で ある.全 マス ター プ ランを通 じて,

もっ とも多 く 「課題 」 として掲 げ られ た項 目は,老 朽

化や狭隘 化,耐 震補強な ど,「施設 のマネジ メン ト」に

関する項 目で あ り,主 に単科 一再 開発 型 にお いて高い

頻 度で確認 された.ま た,新 規 開発 型では,そ の対 象

pa3-2記 述項目 と記 述 数 一 「導 入 」

図3-3記 述 項 目 と記 述 数 一「条 件 」



が新 たな用地 で ある ことよ り記述 は殆 ど見 られな い.

「大 学 の環 境 ・現 況」 では,既 存 キ ャンパ スの土 地

利 用,ゾ ーニ ング,施 設の配置,動 線 な どの状態が 紹

介 され,以 降 に 「課 題」の抽 出部 分へ と展 開が連続 し

てい るものが多 い.ま た,マ スタープ ランの タイ プ別

でみ ると,顕 著 な違 いはみ られな いが,総 合 一再 開発

型では,記 述 される項 目が多岐 にわた ってお り,新 規

開発 型 は必然 的 に記述 され る項 目と数が 少な い.

「地 域 のコ ンテ クス ト」は,大 学 の周辺地 域及び 用

地 内の地 形,地 質,植 生,気 候な どの 自然環境や歴 史

環 境,隣 接市街地 ある いは周辺 地域 との関係,道 路体

系な どに関 す るマ ク ロな環 境 実態 につ いて の記述 で

あ り,過 半数 の資料 で確認 され た.た だ し,そ の内容

が計 画 の初期 条 件 として位 置 づ け られ るため,新 規

開発 型 での 記述 が多 く,反 対 にそ の他 の タイ プで は

記 述 量が 少な い こ とが わか る.

新 規 開発 型で は,計 画 の内容 が 周辺 の事 業 計画 や

交 通環境 ・アクセ スな ど機能,動 線 に関す る状況 よ り

物 的 側 面で の影 響 を受 け る こ とよ り,詳 細 な記 述 や

図版がみ られ るものがあ る.ま た,計 画のテーマや維

持 ・保全の対象 とな る 自然,歴 史,社 会環 境 に関す る

記 述 も確 認 され る.

③ 目標 ・方針

キ ャンパ ス空 間 の開発 ・整備 に対 す る 目標 と方 針

が示 され る この記述部 で は,「 キ ャ ンパ ス空間 」,「施

設 ・設備 」,「交通環境」,「地域連 携 ・産学連携 」等 に

関す る記 述が確 認 され る(図3-4).

「キ ャ ンパ ス空 間」 で は,景 観 の保全 ・継承,環 境

向上 ・アメニテ ィ,シ ンボルづ くり,キ ャンパスの軸 ・

骨格,拠 点な ど,個 性 的で豊かな キャ ンパス の空間創

出 と維 持 に向 けた 目標が 示 され て いる.

「施設 ・設備 」で は,老 朽,狭隘 に対 す るマ ネジ メ

ン トやイ ンフ ラス トラクチ ュ アの 整備 が と り上 げ ら

れ ている.ま た,輔 車分 離や学外か らキ ャンパスへ の

アクセ スや学 内動線 を重視す る記述 が 「交通環境」 に

関 す る計画 と整 備 目標 や方 針 と してみ られ る.

「地域 連携 ・産 学連 携」 では,地 域 との連携 を重視

した記 述が多数み られ,主 な ものは,連 携 の プログラ

ム に 関す る もので あ り,そ の他 大学 の施 設 とキ ャン

パ ス空 間 の地 域 へ の開放 が挙 げ られて い る.

そ の ほか,「 大学 の理念 ・目標」 では,大 学 の理念

を反 映 した空 間づ く りの必 要性 や 国際化 ・世界 水準

を指 向す る 目標が 掲 げ られ,さ らに緑地 お よび 河川

を対 象 と した 自然 環 境整 備や エ コ キ ャ ンパ ス の創 出

を 目指 した 目標 が示 され て いる.

マ スタ ー プ ランの タイ プ別 で み る と,目 標 設 定 に

関す る記述 は,総 合 一再 開発型 の資料 にお いて多数み

られ る こと,そ して,総 合 一再開発 型は,老 朽化対策

図3-4記 述項目 と 記 述 数 一 「目標 ・方 針 」

図3-5記 述 項 目と 記 述 数 一 「計 画 」



な ど物質 面の計画 に留 ま らず,景 観 保全,環 境対 策,

地域連携,大 学の理念 の具体 化な ど,様 々な視 点か ら

目標 を設定 して大 学 の質 的 向上 を 目指 して い る もの

が 目立 つ ことが 特徴 と して挙 げ られ る.

北海道大学 の 「キ ャンパ ス ・マス ター プラ ン'96」

で は,エ コ ・キ ャ ンパ スの 創出 を 目標 に掲 げて お り,

緑 地 整備 や野 生 小動 物 との 共生,キ ャ ンパ ス 内の 廃

川 の 再生 等,学 内の 自然 環 境 を最大 限活 用 した キ ャ

ンパス作 りを 目指 してい る.ま た,大 阪大学の 「キ ャ

ンパスマス タープ ラン」で は,マ スタープ ラン策定過

程 にお け る学 内 ワー キ ング グルー プで の意 見聴 取 や

大学 関係 者へ のア ンケ ー トの結 果 が丁 寧 に ま とめ ら

れ て お り,そ れ らを基 に整 備 の方針 を決定 す る とい

う特 徴的 な手法 を とって いる.

④ 計 画

マ スター プ ランの最 も重要 な記述 部で ある 「計画 」

では,「 キ ャンパ ス空間」,「土地利用」,「施 設 ・設備」,

「デ ザ イ ン」,「交 通 」,「環 境 」,「ス トリー トフ ァニ

チ ャ」 な どの キ ャ ンパ ス 空間 を構 成 す る多様 な要 素

に関 す る記述 がみ られ る(図3-5).

記述量 が最 も多 い 「施設 ・設備」では,イ ンフラス

トラクチ ュア と研 究教 育施 設 に関す る もの が ほ とん

どで ある.こ れは,キ ャ ンパスの規模が都市 にお ける

複数 の街 区 に相 当 し,各 施設 への電 力,水 道,ガ ス,

ネ ッ トワー ク回線,そ の他研 究機 関特有 の配 管 や配

送管 が必 要 とされ る ことに起 因 して いる.

「土地 利用」 では,土 地利 用,ゾ ーニ ング,空 間構

成 ・施設 構成が主な記述 要素で あ り,近 年,施 設や空

間の老 朽 化 と狭隘 化,建 て詰 ま りの課題 を抱 える大

学 が 多 く,空 間活 用 と施 設 の建 替 えが 重要 とされて

い る ことが記述 量 に現れ て い る.

「キ ャ ンパ ス空 間」で は,キ ャ ンパ ス空間 の質や 景

観 の維 持 ・継 承 と新 たな 拠 点や シ ンボ ル の創 出 に関

す る記 述 がみ られ る.

「交通 」で は,歩 行 者,自 転 車,自 動 車お よび公共

交 通 の動 線 に関 す る もの と駐 車ス ペー ス に関 す る記

述 が 主要 とな って い る.

地 球環 境 問題 が ク ロー ズ ア ップ され て久 しく,リ

サイクル,エ コ,環 境共生,環 境マネジ メン トな ど 「環

境」 に関す る計画 が示 されて お り,近 年の特徴 である

と言 え る.

マ ス ター プ ラ ンの タイ プ別 でみ る と,い つ れ の タ

イ プ にお いて も多 要素 にお い て記 述 が 確 認 で き る.

単科 一再開発型で は,主 に狭隘 化や 老朽化 に対 する具

体 的 な対 策 が ま とめ られ てお り,図 面 によ る表現 や

数値 を用 いた実施 的色合 い の強 いもの となって い る.

また,新 規 開発 型 は,「 土 地利 用」,「空間構 成」,「施

設計画」,「イン フラ」,「交通 動線 」等,新 規キ ャンパ

ス を開設 す るた め に必 要な 主要 要 素の 記述 量 が軒 並

み多 く,ス ケ ッチや パース を多 用 し,計 画内容 を示 し

て いる.特 に,九 州 大学 によ る 「新 キ ャンパス ・マス

ター プラ ン2001」 で は,対 象 とす るキ ャンパ ス の規

模 が 広大 で あ る ことや 自然 環 境や 歴史 環境 にお いて

特 徴や 制限 が課 せ られて い る ことよ り,「 計画 」で の

記述 数が 群 をぬ いて お り,土 地 の造 成 か ら資源 の リ

サ イ クル 計画 まで,数 多 くの計画 が されて い る.

⑤ 運 用

マス ター プ ラ ンのキ ャ ンパ スへ の適 用 に あ た り,

具体 的な取組 み等 が示 され る 「運用」で は,全 体 とし

て各 大学 と も記 述 量が 少 な く,記 述が 見 られ な い も

の4資 料 も確 認 された(図3-6).米 国等 のマス ター

プ ラ ンで は,運 用部 にパ イ ロ ッ トプ ラ ンや チ ェ ック

リス トな どを付 した ものが複数確 認されて いる.こ れ

に対 し,国 内 のマ ス ター プ ラ ンで は ごく少数 に留 ま

る.し か し,点 検 ・評価 につ いて記 述がな されて い る

もの(山 形 大学),ガ イ ドライ ンを定 めて 運用 を図 る

もの(大 阪大学)や アクシ ョンプログラム を示す もの

(筑 波 大学),そ して 運営 体 制 につ いて言 及 す る もの

(九 州大学)が 一部 のマス ター プラ ンにおいて確 認 で

きた.

図3-6記 述 項 目と 記 述 数 一「運 用 」

3.4キ ャ ンパス の規模,開 発形 態 と頻 出語句

各 マ ス ター プ ラ ンには,施 設老 朽化 の解 消 や キ ャ

ンパ ス の ア メニテ ィ 向上 な ど,主 要 な策 定 のね らい

があ ると考 え られ る.そ こで,各 マス ター プ ランの策

定経 緯や 目的 につ いて 説 明 され た記 述 の中 で,通 算

15回 以上 使われ た頻 出語句 を抽 出 した.

最頻 出語 句は 「キ ャンパ スの環境 ・ア メニテ ィ」(60

回)で,次 いで 「老朽 ・耐 震」(52回),「 高度教育 ・研

究」(50回),ゾ ー ン形成 ・土地 利用(48回)が 続いて

いる(表3-2).

全体 的 には キ ャ ンパ スの環 境 の 向上や 老朽 化 等 に

主眼が 置かれた計画 が多 く,ま た,マ スタープ ランの

類 型毎 に も共 通 して使 わ れ る頻 出語 句 に傾 向 が ある



図3-8分 析対象大学とキャンパス・マスタープランの頻出語句

図3-9キ ャンパス ・マスタープランのタイプ別頻出語句

ことが 明 らか とな った.

① 小規模 キ ャンパス再 開発 型

小規模 キ ャ ンパ ス の再 開発 をお こな う大 学 によ る

マ スター プ ランでは,「 老朽 ・耐震 」や 「狭隘 ・建て

詰 ま り ・高度利用」 に代表 され るキ ャンパ ス環 境 の物

的課 題 に関す る語 句が頻 出 して いる(図3-8,9)こ

とよ り,キ ャンパ スの施設や設備 の整備 ・拡充の必要

性 を強 く意識 して いる と考 え られ る.記 載内容 は 「施

設 の現状 分析 ・問題点把握(条 件部)」 とその 「解決手

法(計 画部)」 を主軸 に構成 され ている.ま た,計 画 書

の書式 は,従 来 の 「長期 計画 書」 の仕様 を踏 襲す るも

のが多く,20頁 程度の冊子体である.

キャンパスの面積が比較的小さく,敷 地の骨格や

敷地のコンテ クス ト等に関する記述は既知の共通認

識 として省略 されているものが多い.準 備 された予

算の中で計画の優先順位を決定 し,必 要最低限の整

備 を効果的に行お うとする省力 ・効率型のマスター

プランと言える.し か し,計 画が効率的である反面,

積極的な取組みや独自の視点に欠いた印象を受ける.

② 大規模キャンパス再開発型

大規模のキャンパス を対象 として再開発をお こな

う大学では,「 キャンパスの環境 ・アメニティ」など,



キャンパス空間の質に関するものと 「高

度教育 ・大学院重点化」,「国際化 ・少子

化」など,社 会的要請や課題に起因する

語句の出現頻度が高い(図3-8,9).

大学への期待 と役割の変化を敏感に大

学の運営に反映しようとする姿勢が読み

取れる.

各マスタープランの書式は各大学の独

自性が表出 した個性的な計画書が作成さ

れている.ま た,記 載内容 には 「デザイ

ンガイ ドラインの設定」や 「環境保全へ

の取 り組み」,「景観や歴史的建築物の保

護 ・活用」等,大 学独自の視点による計

画が積極的に取 り入れ られてお り,キ ャ

ンパスの質的向上を意識 した内容のもの

が多 く,従 来の施設長期計画書の仕様に

とらわれない多面的な内容のマスタープ

ランと言える.

大規模な大学では組織の規模が大きく

複雑であり,キ ャンパス計画 に臨む姿勢

やスタンスも多様であるため,関 係者のコンセ ンサ

ス形成が困難であることが予想される.そ のため,詳

細な計画 には言及せずにキ ャンパスの 目指す方 向性

のみを定めた 「大きなマスタープラン」と 「小さなマ

スタープラン」 という概念定義をおこない,使 い分け

る手法を採用する北海大学のマスター プランな どの

例も確認される.

③ 新規開発型

新たなキ ャンパスでの新規開発 をお こな う大学で

は,「 ゾーン形成 ・土地利用」,「組織再編」,「移転統

合」など,計 画の初期条件やキャンパス空間の骨格づ

くりの基盤 となる要素に関す る語句が多 く用いられ

ている(図3-8,9).

記述内容はゾーニングや施設計画,交 通計画等(計

画)が 主軸となってお り,ま た,新 しい敷地への移転

を前提としているため,「 周辺地域の社会環境や 自然

環境,歴 史等に関する分析(条 件)」 が丹念である.さ

らに,対 象キャンパスが大規模であるため,「 キャン

パスの骨格づ くり」や 「利用者の交流の場づくり」に

も力が注がれている.そ のほか,計 画の表現方法にス

ケッチや ドローイ ングが多用されてお り,完 成形の

イメージを視覚的に使えようとする手法が とられて

いることも特徴的である.

3.5マ スタープランの 目次構成の類型

わが国のマスタープランの構成 をみると,上 記の

基本構成要素の順番で展開 しているものが一般的で

あった.一 部の海外のマスタープランにおいては,計

画の要素 ごとにまとめた 「分野対応型」やキャンパス

図3-10キ ャ ンパ ス ・マ ス タ ー プ ラ ンの 構 成 類 型

が抱 え る課題 ご とに記述 展 開が な され る 「課 題対 応

型」 な ど策定 のね らい に応 じて 解 り易 く 目次 を整 理

した タイプ も確 認 され て いる(図3-10).

目次 の構 成 はやや 変 則的 な もの も含 め る と 「展 開

型」 に該 当す るもの(10資 料)が 最 も多 い.少 数 な

が ら 「分 野対応 型」 も見 られ た(3資 料)が,「 課題

対応型」 のマ スター プランは確認 されず,ま た,こ れ

ら3タ イプで の判別が 困難な もの(1資 料)が あった.

キ ャ ンパ ス の規 模 と開発 形態 に よる 分類 と照合 す

ると,「 課 題対 応型」 は 「小規模 キ ャンパ ス再開発型」

のマス ター プラ ンに,「 分野 対応型 」 は 「大規 模キ ャ

ンパ ス」 のマ ス ター プ ラ ンにそれ ぞ れ 対応 が 近 い構

成 と言 えるが,日 本 の マス ター プ ラ ンで は これ らの

構 成 が必ず しも対応 して いな い.

策 定 の 目的 に応 じて 最適 な表 現 方 法 を取 り入 れ,

読み 手が理解 し易 いマ スター プ ランを 目指 す こ とは,

マス ター プ ラ ン策定 の効 果 を高 め る こと とな る.

4.お わ りに

本 研 究で は,国 立 大学 法人 法が 施行 され たわ が 国

の 国立 大学 によ り作成 された マ ス ター プ ラ ンを対 象

と し,そ の適 用 を図 る大 学キ ャンパ ス の敷 地規 模 と

開発 形態 による類型 に基 づき,目 次構成,記 述展 開お

よ び記 述 内容 に つ いて統 計 的分 析 をお こな い次 のよ

うな結 論 を得た.

1)全 体 的な 記述 傾向 としては,「 条件」,「目標 ・方針」,

「計画 」に関す る記述 が多 い.ま た,「 導入 」では計画

の背景,「 条件 」で は,課 題 やキ ャ ンパ ス の環 境 ・現

況 を重視 してい る.さ らに,「 目標 ・方針 」で は,キ ャ



ンパス 空間,「 計画 」で は,施 設 ・設備 お よび土地 利

用 を重視 す る傾 向 にあ る.

2)小 規模 キ ャ ンパ ス再 開発 型 は,老 朽,耐 震,狭隘

等 の物 的課 題へ の対 応 を 目指 した 条 件優 位 型で で あ

り,最 小限 の計画 内容 を有す る省力 ・効率 的プ ランで

あ る.ま た,大 規模 キ ャンパ ス再開発型 は,キ ャンパ

ス空 間 の質 を重 視 す る とと もに,大 学 へ の期 待 や役

割等 の社 会 変化 に敏感 に呼 応 し,大 学 運 営へ の 反 映

を目指す傾 向が強 いプ ランであ る.大 学独 自の視点 に

よ る計画 が積 極 的 に採 用 した,従 来 の施 設長 期 計画

書 の仕様 に と らわ れな い多 面 的な 内容 のプ ラン と言

え る.さ らに,新 規開発型 は,敷 地の基盤 整備 が記述

の柱で あ り,周 辺地域の社会環 境や 自然環 境,歴 史等

に関す る分 析 が丹 念 であ る と と もに,ス ケ ッチ や 図

面 を多用 した イ メー ジ伝達 型 のプ ラ ンで あ る.

3)マ ス タープ ランの構成 は,「 展開型」 が過半数 を占

め,「 分野対 応型 」 と 「課 題対応 型」 は少 な く,キ ャ

ンパ ス の規模 と開発 形態 に対応 は見 られ な い.

これ まで,各 大学 は,文 部科 学省 による大学施設整

備 に関す る要領文10)や 指針 文11)に基 づいてキ ャンパ ス

計画書で ある長期計画書 を作成 してきた.こ れ によ り

統 一化 された 様式 によ る長 期 計画 が作成 された 。

国立 大学 は法 人 化 を迎 え,様 々な変 革 が求 め られ

て いる.こ のよ うな中,海 外で は,特 徴的な マスター

プラ ンや フ レー ム ワー ク プラ ンの 出現 も確 認 され る.

今 後,各 大 学 の 独 自性 と戦 略 が 盛 り込 ま れ た マ ス

ター プラ ンが誕 生す る と考 え られ る.
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